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第１節 相続・合併による所有権移転登記 
 
〈重要度★★★〉 
問題１ 甲土地の所有者Ａは，令和１年12月28日に死亡しているが，いまだ，
甲土地について相続による所有権移転の登記はされていない。その後，令和
２年７月４日に，Ａの相続人全員の間で遺産分割協議がされ，甲土地は，Ａ
の相続人であるＢ及びＣがそれぞれ持分２分の１ずつで取得することとなっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈重要度★★〉 
問題２ 甲土地の所有者Ａは，令和１年12月20日に死亡し，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ（持
分は各４分の１）を相続人とする相続による所有権移転の登記がされた。そ
の後，令和２年５月27日に，Ａの相続人全員の間で遺産分割協議がされ，甲
土地は，Ｅが取得することとなった。 
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解答１ 

目 的 所有権移転 

原 因 令和１年12月28日相続 

登 記 事 項 なし 

申 請 人 相続人（被相続人Ａ） 
     持分２分の１ Ｂ 
       ２分の１ Ｃ 

登 録 免 許 税 不動産の価額の1000分の４ 
 

コメント：共同相続開始後，共同相続の登記がされる前に遺産分割協議が
され，相続人の１人又は数人が不動産を取得する場合には，「相
続」を原因として所有権移転の登記を申請することができます
（先例）。 

 
 
解答２ 

目 的 Ｂ，Ｃ，Ｄ持分全部移転 

原 因 令和２年５月27日遺産分割 

登 記 事 項 なし 

申 請 人 権利者 持分４分の３ Ｅ 
義務者 Ｂ，Ｃ，Ｄ 

登 録 免 許 税 移転した持分の価額の1000分の４ 
 

コメント：共同相続開始後，共同相続の登記がされた後に遺産分割協議が
され，相続人の１人又は数人が不動産を取得する場合には，「遺
産分割」を原因として持分移転の登記を申請します（先例）。 

  




